
平成３０年４月１日現在

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表]

） ） ）

） ） ）

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（学術）・（学際情報学）・（統合人間学）

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型 S ＜複合領域型（多文化共生社会）＞

もりやま　たくみ

コーディネーター

４．

３．

森山　工　大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・教授氏名・職名

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） いしだ　あつし

石田　淳　大学院総合文化研究科・研究科長

７． 主要分科

（①

（① 哲学 （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

９． 専攻等名

大学院総合文化研究科超域文化科学専攻・言語情報科学専攻・地域文化研究専攻、
国際社会科学専攻・広域科学専攻、大学院学際情報学府学際情報学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

五神　真　東京大学総長

   　（ふりがな） ごのかみ　まこと

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 東京大学 整理番号 S01

プログラム名称 多文化共生・統合人間学プログラム

科学社会学・科学
技術史

Intergrated Human Sciences Program for Cultural Diversity

社会学 （③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

（②

哲学・倫理学、中国哲学・印度哲学・仏教学、宗教学、思想史、史学一般、ヨーロッパ史・アメ
リカ史、日本史、アジア史・アフリカ史、社会学、科学社会学・科学技術史、日本文学、英米・
英語圏文学、ヨーロッパ文学、認知科学、生命・健康・医療情報学、ウェブ情報学・サービス情
報学、自然共生システム、持続可能システム、環境政策・環境社会システム、社会システム工
学・安全システム、生命倫理学

（③

１１．

８． 主要細目

（機関名：東京大学　　　類型：　複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム　　　）
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プログラム担当者の構成

人

人

%]25.0%

そのうち、他大学等を経験したことのある者 46 人 そのうち、大学等以外に属する者 3

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 73.0 %]

プログラム実施大学に属する者 60

14.0%21 12人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 22

１４． 計 82 名

プログラム担当者
現在の専門

／学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

外国人の人数 %] 女性の人数

（プログラムコーディネーター）

プログラムの責任者
国際県警論・
博士（政治

学）
大学院総合文化研究科・研究科長ｲｼﾀﾞ ｱﾂｼ石田　淳

（プログラム責任者）

役割分担
(平成３０年度における役割)

ﾓﾘﾔﾏ ﾀｸﾐ森山　工

共生ユニット「価値・感性」、「日本」における
研究・教育およびプログラムの運営

イギリス文
学・文芸批評

Ph.D.
(English)

プログラム全体の運営。共生ユニット「生命・
環境」、「中東・アフリカ」における研究・教育

文化人類学
博士

（学術）

大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

大学院総合文化研究科・言語情報科学専攻・
准教授

ﾐｳﾗ ｱﾂｼ三浦　篤

ｻｲﾄｳ ﾏﾚｼ齋藤　希史

ﾀｹﾀﾞ ﾏｻｱｷ武田　将明

共生ユニット「価値・感性」、「東アジア」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営

中国古典文
学・東アジア

人文学
文学博士

大学院人文社会系研究科・アジア文化研究専
攻・教授

共生ユニット「価値・感性」、「ヨーロッパ」に
おける研究・教育およびプログラムの運営

西洋美術史・
共生のイメー

ジ学
博士

大学院総合文化研究科・超域文化科学専攻・
教授

ﾁｮｳｷ ｾｲｼﾞ長木　誠司

共生ユニット「価値・感性」、「ヨーロッパ」、教
育プロジェクト「生命のポイエーシスと多文化
共生のプラクシス」ににおける研究・教育お
よびプログラムの運営

イギリス文
学・社会史・

哲学
博士

（D.Phil）

共生ユニット「価値・感性」、「ヨーロッパ」に
おける研究・教育およびプログラムの運営

音楽美学・
現代音楽

博士（音楽
学）

大学院総合文化研究科・超域文化科学専攻・
教授

大学院総合文化研究科・言語情報科学専攻・
教授

ﾑﾗﾏﾂ ﾏﾘｺ村松　真理子

ｸﾜﾀﾞ ｺｳﾍｲ桑田　光平

ｵｵｲｼ ｶｽﾞﾖｼ大石　和欣

共生ユニット「価値・感性」および教育
プロジェクト「生命のかたち」における
研究・教育

フランス文
学・芸術
Ph.D.

大学院総合文化研究科・超域文化科学専攻・
准教授

共生ユニット「ヨーロッパ」、教育プロジェクト
「生命のポイエーシスと多文化共生のプラク
シス」ににおける研究・教育

イタリア文化
Ph.D 文学博

士

大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

ﾅｶｼﾞﾏ ﾀｶﾋﾛ中島　隆博

共生ユニット「東アジア」の責任者、お
よび共生ユニット「日本」、教育プロ
ジェクト「生命のポイエーシスと多文化
共生のプラクシス」における研究･教育
およびプログラムの運営

日中近現代思
想史、批評理

論、哲学
Ph.D.

共生ユニット「東アジア」、教育プロジェクト
「生命のポイエーシスと多文化共生のプラク
シス」における研究･教育およびプログラム
の運営

共生の哲学・
中国哲学博士

（学術）
東洋文化研究所・教授

大学院総合文化研究科・超域文化科学専攻・
教授

ｶｼﾞﾀﾆ ｼﾝｼﾞ梶谷　真司

ﾘ ﾋｮﾝｿﾝLee Hyun-son

ﾘﾝ ｼｮｳﾖｳ林　少陽

共生ユニット「東アジア」における研究・教育
およびプログラムの運営

社会学
Ph.D.

東洋文化研究所・准教授

共生ユニット「格差・人権」の責任者、および
教育プロジェクト「生命のポイエーシスと多文
化共生のプラクシス」代表

哲学・比較文
化博士

（人間・環境
学）

大学院総合文化研究科・超域文化科学専攻・
教授

ｼﾐｽﾞ ｱｷｺ清水　晶子

共生ユニット「格差・人権」における研究・教
育およびプログラムの運営

ディスアビリ
ティの社会学
博士（社会

学）

大学院教育学研究科・附属バリアフリー教育開
発研究センター・講師

大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

ｻﾄｳ ﾔｽﾉﾌﾞ佐藤　安信

ﾎｼｶ ﾘｮｳｼﾞ星加　良司

共生ユニット「格差・人権」における研究・教
育およびプログラムの運営

平和構築論・
人間の安全保
障研究、開発
法学,法学博
士, Ph.D.

共生ユニット「格差・人権」、「日本」における
研究・教育およびプログラムの運営

フェミニズ
ム・クィア理
論博士（学

術）

大学院学際情報学府・学際情報学専攻・教授

（機関名：東京大学　　　類型：　複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム　　　）

2



[公表]

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

／学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

石井　剛
共生ユニット「格差・人権」、「東アジア」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営

中国近代思想
史・哲学

博士（文学）

大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

ｲｼｲ ﾂﾖｼ

１５．プログラム担当者一覧（続き）

共生ユニット「移動・境界」、「東アジア」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営

資源論・国際
開発論

博士（学術）
ｻﾄｳ ｼﾞﾝ 東洋文化研究所・　教授

共生ユニット「格差・人権」、「アメリカ・太平
洋」における研究・教育およびプログラムの
運営

共生ユニット「格差・人権」、「東アジア」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営

ｲｼﾀﾞ ﾕｳｼﾞ

ﾂﾈﾖｼ ﾘｮｳｺ

共生ユニット「移動・境界」の責任者、教育プ
ロジェクト「Producing Multicultural
Communities」の共同代表

比較社会学、
現代中国研

究、アジア・
グローバリ

ゼーション研
究

社会学修士

共生ユニット「格差・人権」、「ヨーロッパ」に
おける研究・教育およびプログラムの運営

ドイツ近現代
史・ジェノサ

イド研究
Ph.D.

大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

東洋文化研究所・教授ｿﾉﾀﾞ ｼｹﾞﾄ

ｾﾁﾔﾏ ｶｸ

社会学、比較
教育学・
Ph.D.

ﾊﾔｼ ｶｵﾘ

共生ユニット「移動･境界」、「中東・アフリカ」
における研究・教育およびプログラムの運営

世界史
Ph.D.

　理事･副学長

佐藤　仁

林　香里

共生ユニット「移動・境界」、「東アジア」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営丸川　知雄 ﾏﾙｶﾜ ﾄﾓｵ 社会科学研究所・教授

中国経済・産
業学士

ﾊﾈﾀﾞ ﾏｻｼ羽田　正　

丹羽　美之 ﾆﾜ ﾖｼﾕｷ 大学院学際情報学府・学際情報学専攻・准教授

メディア研
究・ジャーナ
リズム研究

修士（人間科
学）

共生ユニット「情報・メディア」における研究・
教育およびプログラムの運営

吉見　俊哉 ﾖｼﾐ ｼｭﾝﾔ 大学院情報学環・学際情報学専攻・教授

社会学、カル
チュラル・ス

タディズ
社会学修士

共生ユニット「情報・メディア」における研究・
教育およびプログラムの運営

共生ユニット「情報・メディア」の責任者、教
育プロジェクト「Producing Multicultural
Communities」の共同代表

マスメディア
／ジャーナリ

ズム研究
博士（社会情

報学）

大学院学際情報学府・学際情報学専攻・教授

石田　勇治

園田　茂人

恒吉　僚子

瀬地山　角

ジェンダー
論・東アジア
研究・社会学
博士（学術）

大学院総合文化研究科・国際社会科学専攻・
教授

大学院教育学研究科・総合教育科学専攻・
教授

田中　純 ﾀﾅｶ ｼﾞｭﾝ
大学院総合文化研究科・超域文化科学専攻・
教授

表象文化論・
思想史

博士（学術）

共生ユニット「情報・メディア」、「ヨーロッパ」
における研究・教育およびプログラムの運営

Jason G. KARLIN ｼﾞｪｲｿﾝ･G･ｶｰﾘﾝ 大学院学際情報学府・学際情報学専攻・准教授

ジェンダー
論・メディア
博士（学術）

共生ユニット「情報･、メディア」、「日本」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営

エリス　俊子 ｴﾘｽ ﾄｼｺ
大学院総合文化研究科・言語情報科学専攻・
教授

比較文学・
日本近代文学

Ph.D.

共生ユニット「日本」における研究･教育とプ
ログラムの運営

（機関名：東京大学　　　類型：　複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム　　　）
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矢口　祐人 ﾔｸﾞﾁ ﾕｳｼﾞﾝ
大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

アメリカ研究
Ph.D.

共生ユニット「アメリカ･太平洋」における研
究･教育およびプログラムの運営

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

板津　木綿子 ｲﾀﾂ ﾕｳｺ
大学院総合文化研究科・言語情報科学専攻・
准教授

大衆文化交流
史、日米文化

交流史
Ph.D.

共生ユニット「アメリカ・太平洋」にお
ける研究・教育およびプログラムの運営

高橋　英海 ﾀｶﾊｼ ﾋﾃﾞﾐ
大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

シリア語文献
学・アラビア
語文献学・西

洋古典学
Dr. phil.

共生ユニット「中東・アフリカ」における研究･
教育およびプログラムの運営

道上  達男 ﾐﾁｳｴ ﾀﾂｵ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

分子発生生物
学・幹細胞生

物学

共生ユニット「科学技術・社会」の責任
者、教育プロジェクト「科学技術と共生
社会」における研究・教育およびプログ
ラムの運営

磯崎　行雄 ｲｿｻﾞｷ ﾕｷｵ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授
地球科学
理学博士

共生ユニット「科学技術・社会」における研
究・教育およびプログラムの運営

廣野　喜幸 ﾋﾛﾉ ﾖｼﾕｷ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

科学論・科学
コミュニケー
ション論、環
境/生命倫理

学
理学博士

共生ユニット「科学技術・社会」における研
究・教育およびプログラムの運営

藤垣　裕子 ﾌｼﾞｶﾞｷ ﾕｳｺ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

科学技術社会
論博士（学

術）

共生ユニット「科学技術・社会」における研
究・教育およびプログラムの運営

松尾　基之 ﾏﾂｵ ﾓﾄﾕｷ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

環境分析化
学・地球化学

理学博士

共生ユニット「科学技術・社会」における研
究・教育および
プログラムの運営

石原　孝二 ｲｼﾊﾗ ｺｳｼﾞ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・准教授

科学技術哲
学、現象学、
当事者研究
（障害の哲

学）
博士（文学）

共生ユニット「科学技術･社会」における研
究・教育およびプログラムの運営と教育プロ
ジェクト「科学技術・共生社会」共同代表

村松　伸 ﾑﾗﾏﾂ ｼﾝ 生産技術研究所・教授

建築史、都市
環境リテラシ

イ学
工学博士

共生ユニット「科学技術・社会」、「東アジア」
の研究・教育およびプログラムの運営

太田　邦史 ｵｵﾀ ｸﾆﾋﾛ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

分子生物学・
構成生物学
理学博士

共生ユニット「生命・環境」における研究・教
育およびプログラムの運営

岡ノ谷　一夫 ｵｶﾉﾔ ｶｽﾞｵ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

神経生態学・
言語起源論博

士 Ph.D.

共生ユニット「生命・環境」における研究・教
育およびプログラムの運営

酒井　邦嘉 ｻｶｲ ｸﾆﾖｼ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授
言語脳科学

博士（理学）
共生ユニット「生命・環境」における研究・教
育およびプログラムの運営

深代　千之 ﾌｶｼﾛ ｾﾝｼ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

スポーツ科学
博士（教育

学）

共生ユニット「生命・環境」における研究・教
育およびプログラムの運営

増田　茂 ﾏｽﾀﾞ ｼｹﾞﾙ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授
表面科学
理学博士

共生ユニット「科学技術･社会」における研
究・教育およびプログラムの運営と教育プロ
ジェクト「科学技術・共生社会」共同代表

現在の専門
／学位

役割分担
(平成３０年度における役割)
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池内　昌彦 ｲｹｳﾁ ﾏｻﾋｺ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授
植物生理学
理学博士

共生ユニット「生命・環境」における研究・教
育およびプログラムの運営

金子　邦彦 ｶﾈｺ ｸﾆﾋｺ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

複雑系物理・
理論生物学博
士（理学）

共生ユニット「生命・環境」における研究・教
育およびプログラムの運営

物性物理学、
光物理学博士

（工学）

共生ユニット「生命・環境」における研究
・教育

原　和之 ﾊﾗ ｶｽﾞﾕｷ
大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
教授

西洋思想史・
精神分析

Ph.D.（哲学
史）

共生ユニット「生命・環境」、「ヨーロッパ」に
おける研究・教育およびプログラムの運営

和田　毅 ﾜﾀﾞ ﾀｹｼ
大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻・
准教授

社会学・ラテ
ンアメリカ地

域研究
Ph.D.

共生ユニット「生命・環境」における研究
・教育

現在の専門
／学位

役割分担
(平成３０年度における役割)

村田　滋 ﾑﾗﾀ ｼｹﾞﾙ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授
有機光化学
理学博士

共生ユニット「生命・環境」における研究
・教育

村田　昌之 ﾑﾗﾀ ﾏｻﾕｷ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

分子細胞生物
学、細胞工学

理学博士

共生ユニット「生命・環境」における研究
・教育

池上　高志 ｲｹｶﾞﾐ ﾀｶｼ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

複雑系・人工
物理学博士
(物理学）

共生ユニット「生命・環境」における研究
・教育

深津　晋 ﾌｶﾂ ｽｽﾑ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

渡邊　雄一郎 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾕｳｲﾁﾛｳ 大学院総合文化研究科・広域科学専攻・教授

植物環境応答
学

理学博士

共生ユニット「科学技術･社会」における研
究・教育およびプログラムの運営と教育プロ
ジェクト「科学技術・共生社会」共同代表

戸矢　理衣奈 ﾄﾔ ﾘｲﾅ
大学院総合文化研究科・附属教養教育高度化機
構・特任講師

経営史、文化
史・博士（学

術）

多文化共生・統合人間学講義担当及び社
会連携担当

生物学、分子
生物学・博士

（理学）

教育プロジェクト「科学技術と共生社
会」における研究・教育の補助

李意仁 ﾘ ｲﾚﾝ
大学院総合文化研究科・附属教養教育高度化機
構・特任助教

社会学・
修士

教育プロジェクト「Producing
Multicultural Communities」における
研究・教育の補助

大池　惣太郎 ｵｵｲｹ ｿｳﾀﾛｳ
大学院総合文化研究科・附属教養教育高度化機
構・特任助教

フランス思
想、表象文化

論・修士

教育プロジェクト「生命のポイエーシス
と多文化共生のプラクシス」

石川　学 ｲｼｶﾜ ﾏﾅﾌﾞ
大学院総合文化研究科・附属教養教育高度化機
構・特任助教

フランス文
学、フランス
思想・博士
（学術）

教育プロジェクト「生命のポイエーシス
と多文化共生のプラクシス」

水野　恵子 ﾐｽﾞﾉ ｹｲｺ
大学院総合文化研究科・附属教養教育高度化機
構・特任助教

今井　祥子 ｲﾏｲ ｼｮｳｺ
大学院総合文化研究科・附属教養教育高度化機
構・特任助教

アメリカ研
究、食研究、
文化地理学・
博士（学術）

教育プロジェクト「生命のポイエーシス
と多文化共生のプラクシス」

内野　儀 ｳﾁﾉ ﾀﾀﾞｼ 学習院女子大学・国際文化交流学部・教授

パフォーマン
ス研究、表象
文化論・博士

（学術）

共生ユニット「価値・感性」における研
究・教育およびプログラムの
運営

（機関名：東京大学　　　類型：　複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム　　　）
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C.J. Wee Wan-ling C.J.ｳｪｰﾜﾝﾘﾝ
南洋工科大学（シンガポール）・人文社会学研
究科・英文学専攻・准教授

East /
Southeast

Asian
Studies,

Contemporary
Literature
and the
Arts,

Cultural
criticism

Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「東アジア」における研
究・教育

日本再建イニシアティブ・主任研究員兼ジャー
ナリスト・イン・レジデンス

mass
communicatio

ns,
journalism
MA history,

MS
journalism

共生ユニット「情報・メディア」における研究・
教育およびプログラムの運営

Michael H.H. Hsiao ﾏｲｹﾙ H.H ｼｬｵ
中央研究院（台湾）・社会学研究所・特聘研究
員、所長

Sociology
(Social

Movement,
Social
Change)
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「東アジア」における研
究・教育

In-Jin Yoon ｲﾝｼﾞﾝ ﾕﾝ 高麗大学校（韓国）・社会学科・教授

Sociology
(Internation

al
migration,

multicultura
lism)
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「東アジア」における研
究・教育

張　政遠 ﾁｮｳ ｾｲｴﾝ
香港中文大学（香港）・文学部哲学研究室・
講師

哲学・
博士

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「東アジア」における研
究・教育

張　旭東 ﾁｮｳ ｷｮｸﾄｳ
ニューヨーク大学（アメリカ）・総合文化研究
科・教授

East Asian
Studies
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「東アジア」における研
究・教育

白　永瑞 ﾍﾟｸ ﾖﾝｿ 延世大学（韓国）・史学科・教授

中国近代学術
史・

東アジア論
博士

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「東アジア」における研
究・教育

Karen Shimakawa ｶﾚﾝ ｼﾏｶﾜ
ニューヨーク大学(アメリカ)・総合文化研究
科・パフォーマンス研究専攻・准教授

人文・社会融
合・Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして
教育、また共生ユニット「アメリカ･太
平洋」における研究・教育

石田　正人 ｲｼﾀﾞ ﾏｻﾄ
ハワイ大学マノア校（アメリカ）・哲学部・
准教授

比較思想・科
学哲学
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「アメリカ･太平洋」にお
ける研究・教育

Thomas P. Kasulis ﾄﾏｽ P.ｶｽﾘｽ
オハイオ州立大学（アメリカ）・教養学部・
比較文化学科・教授

Comparative
Philosophy

and Religion
(area focus:
Japanese and

Western
thought)
B.A. M.A.

Ph.D.

国際メターズチームのメンバーとして教育、
また共生ユニット「アメリカ･太平洋」における
研究・教育

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

／学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

Martin Edward FACKLER
ﾏｰﾃｨﾝ ｴﾄﾞﾜｰ
ﾄﾞﾌｧｸﾗｰ
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

Alain-Marc RIEU ｱﾗﾝ ﾏﾙｸ ﾘｭｰ
ジャン・ムーラン・リヨン第3大学（フラン
ス）・哲学科・教授

Prasenjit Duara
ﾌﾟﾗｼｪｯﾄ ﾃﾞﾕｱ
ﾗ

シンガポール国立大学（シンガポール）・アジ
ア研究所・教授、所長、人文社会研究科長

Contemporary
philosophy,
Science and
technology
studies
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「ヨーロッパ」における
研究・教育

Thomas Fröhlich ﾄｰﾏｽ ﾌﾚｰﾘｯﾋ
フリードリヒ・アレクサンダー大学エアランゲ
ン＝ニュルンベルク（ドイツ）・中国学科・
教授

Chinese
political

thought, The
history of
ideas and

modern China
and Taiwan

Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「ヨーロッパ」における
研究・教育

Political
theory,
ethics,
applied
ethics
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして
教育、また共生ユニット「ヨーロッパ」におけ
る研究・教育

Manfred Hettling
ﾏﾝﾌﾚｯﾄﾞ ﾍｯﾄﾘ
ﾝｸﾞ

マルティン・ルター大学ハレ・ヴィッテンベル
ク（ドイツ）・歴史学科・教授

History of
civic

society;
social and
cultural

history of
war

commemoratio
ns

Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして
教育、また共生ユニット「ヨーロッパ」におけ
る研究・教育

Ludovico V. Ciferri C.
ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ V.ﾁｯ
ﾌｪﾘ C

Mario Boella 研究所（イタリア）・リサーチマ
ネージャー

Mechanism of
funding

innovation,
Clustering
activity,

Internationa
l activities
development,
Metrics for
assessments

complex
social

phenomena
M.Litt., ETP

国際メンターズチームのメンバーとして
教育、また共生ユニット「ヨーロッパ」におけ
る研究・教育

Bertrand GUILLARME ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ ｷﾞｬﾙﾑ
パリ第8大学（フランス）・社会政治哲学科・
教授

Chinese
history,
Asian

history,Soci
al and

historical
theory
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「ヨーロッパ」における
研究・教育

Marc A. Matten ﾏｰｸ A.ﾏｯﾃﾝ
フリードリヒ・アレクサンダー大学エアランゲ
ン＝ニュルンベルク（ドイツ）・中国学科・教
授

Modern
Chinese
History
Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして教
育、また共生ユニット「ヨーロッパ」における
研究・教育

（機関名：東京大学　　　類型：　複合領域型（多文化共生社会）　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム　　　）
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

Axel Schneider ｱｸｾﾙ ｼｭﾅｲﾀﾞｰ
ゲッティンゲン大学（ドイツ）・近代東アジア
研究センター・教授、センター長

History,
History of
Ideas and

esp. History
of Chinese
Scholarship

Ph.D.

国際メンターズチームのメンバーとして
教育、また共生ユニット「ヨーロッパ」におけ
る研究・教育

田上　英樹 ﾀｶﾞﾐ エイキ 住友商事グローバルリサーチ（株）産業部長

業界分析およ
びリスクマネ
ジメント・学

士

国際メンターズチームにおける
教育、社会連携の促進

永尾　英二郎 ﾅｶﾞｵ ｴｲｼﾞﾛｳ
住友商事株式会社コモディティビジネス部・
チーム長

リスク管理・
学士

国際メンターズチームにおける
教育、社会連携の促進

大沢　幸弘 ｵｵｻﾜ ﾕｷﾋﾛ ドルビージャパン株式会社　代表取締役社長
ITおよび企業
経営・学士

国際メンターズチームにおける
教育、社会連携の促進
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平成３０年４月１日現在 

（機関名：東京大学  類型：複合領域型（多文化共生社会）  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム） 

 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してく
ださい。） 

 

【概要】 

《教育内容》本学位プログラムは、多文化共生社会という人類に課せられた重要なテーマに取り組む次
世代トップリーダーを養成する。多文化共生の理念へのチャレンジを先導する人材に必要な学知は、学
際的・複合領域的な教養的学知である。その教養とは、専門性を備えたうえでのさらに広い視座を持
ち、新たな価値の創造を可能とする新しい教養であり、「統合人間学」と特徴づけられる。本学位プロ
グラムは多文化共生社会の実現には「教養」が必要であると広く社会に提言する。 

《本プログラムで養成しようとする「リーダー像」》以下の 4 つの力を有したリーダー育成が目標となる。
（1）「洞察力」: 多文化共生社会の課題を微小な変化を見逃さずに検知し、その重要度を判断する力、（2）
「統合力」: コンフリクトの解消と共生理念の実現のために臨機応変に対応し、利用可能な知識を総合
する力、（3）「創造力」: 新たな価値を創出して次世代の社会的枠組みをアウトプットし、社会に「革新」
をもたらす社会的構想力と、それを実現する実行力。（4）「協働力」: 卓越した国際的感覚と豊かなコミ
ュニケーション能力をもち、専門や立場を超えて知の分散的協働を可能とする力。 

《教育体制》大学院総合文化研究科と学際情報学府を中心として、東京大学の複数部局（東洋文化研究所、
生産技術研究所、教育学研究科、農学生命科学研究科、理学系研究科等）が関与する、東京大学全学に開か
れた文理融合型の5年一貫の博士課程教育プログラムである。グローバルCOE「共生のための国際哲学教育
研究センター」等における大学院教育の実績を生かしつつ、国際的学際的大学院教育プログラムおよび学部
生向け教育プログラムと連携し、学部-大学院を一貫した教育プログラムを提供する。また、社会人向けのエ
グゼクティブ・マネジメント・プログラム（東大EMP）と連携し、産業界・官界と学問界の流動的融合を実
現させ、教育プログラムに反映させる。ニューヨーク大学、オクスフォード大学、フランス国立高等師範学
校、北京大学、ソウル国立大学など、海外の優れた研究教育機関との単位相互認定制度を確立し、国際的環
境で学生を教育する。また、本学位プログラムは外部評価として海外、産業界、官界、メディア、市民グル
ープに諮問を行い、結果はプログラム運営に反映される。 

【特色】 

《養成体制の特徴》学部学生のための教育プログラムと協力し、大学学部入学時から博士号取得、さらにそ
の後のキャリア形成まで、トータルな人材育成を目指す。英語、他の西欧語1ヶ国語、アジア地域言語1ヶ
国語と、少なくとも合わせて3つの外国語に習熟した、豊かなコミュニケーション能力をもつグローバル人
材を育成する。社会人リカレント教育を実施し、すでに企業等でリーダーとして活躍している人材も本プロ
グラムにおいて統合人間学を修め、博士号を取得、社会に知を還元できる。プログラムの運営を円滑に遂行
し、学生、プログラム担当者、国内海外連携機関をマネジメントする事務局機能を強化し、教育研究アドミ
ニストレーターを配置する。国際メンターズチームが学生をサポートし、学生各自が作成するプログラム・
カルテを利用して学生各々にフィットしたオーダーメイドの教育が為される。 

《切磋琢磨させる環境の取り組みの特徴》大学院1年目の早い時期から一貫して国際的な環境に身を置く研
究現場教育を実施する。学生は在学期間中の留学プログラムを通じて国外の同世代の研究者と意見交換をす
ることで、高いレベルで研究へのモチベーションを保ち続けることができる。年度ごとに学生の研究成果を
査定し、査定に応じた研究奨励費を支給する。 

《修了者に関するキャリアパスの想定、キャリア支援体制の特徴》国際メンターズチームは、学生一人一人
に手厚い研究指導とキャリアパス形成のためのサポートを提供する。インターンシップ制度を設け、希望す
る学生に国連など国際機関、NGOやNPO、企業、シンクタンク、官公庁、地方自治体、メディア等におけ
る研修の機会を提供する。 

《質保証システム》プログラム学生への選抜、毎年のQEの実施、目標達成状況を学生自身が記録するプロ
グラム・カルテの運用、論文審査により、学位プログラムの質が保障される。 

【優位性】 

学際性、国際性を追求し、官の世界や産業の世界で実践的に多文化共生社会を実現する方途を模索する人材

を養成することは、社会的な意義を持つ。さらにアウトカムとして人文学・社会科学・自然科学の新たな

大学院教育の理念である統合人間学を社会に提示する。 
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平成３０年４月１日現在 

（機関名：東京大学  類型：複合領域型（多文化共生社会）  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：多文化共生・統合人間学プログラム） 

[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 
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